
2024年
神奈川県看護協会医療安全推進ネットワーク

日時：2024年7月10日（水）１３時30分-

 協会より伝達事項
 新会員自己紹介
 研修報告
 情報交換・困っていること
 グループワーク
 「医療安全ラウンドの実際と工夫していることについて」
 事前提供資料の説明（8月GW）

次回開催日時：2024年8月6日（火）１３時30分-



看護協会より伝達事項

■薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業
共有すべき事例 2024年No.5  (2024/05/24 
公開)
https://www.yakkyoku-
hiyari.jcqhc.or.jp/pdf/sharing_case_2024_
05.pdf

https://www.yakkyoku-hiyari.jcqhc.or.jp/pdf/sharing_case_2024_05.pdf
https://www.yakkyoku-hiyari.jcqhc.or.jp/pdf/sharing_case_2024_05.pdf
https://www.yakkyoku-hiyari.jcqhc.or.jp/pdf/sharing_case_2024_05.pdf


■医療事故情報収集等事業
医療安全情報 No. 211「2023 年に報告書で取り上げた医療安全情報」
(2024/06/17公開)
https://www.med-safe.jp/pdf/med-safe_211.pdf

https://www.med-safe.jp/pdf/med-safe_211.pdf


■厚生労働省
・令和 6 年度「世界患者安全の日」について (2024/06/03 公開)
https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_40267.html

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_40267.html


■厚生労働省
・医薬品・医療機器等安全性情報 No. 410  (2024/06/05 公開)
https://www.mhlw.go.jp/content/PMDSI_No.410.pdf
・「使用上の注意」の改訂について（2024/06/11 公開）
www.mhlw.go.jp/content/001262757.pdf

■確認
・ネットワーク交流会や J-MTTOで取得した情報の管理を徹底す
ること。知り得た情報は口外しない
・交流会会員
J-MTTOの閲覧者参加者が限られている
情報交換の場であるため会員は内容を確認すること

https://www.mhlw.go.jp/content/PMDSI_No.410.pdf
http://www.mhlw.go.jp/content/001262757.pdf


 研修報告
・学会や研修等に参加された方の報告お願いします

J-MOTTOの５月議事録案内
6月26日（水）地域医療連携セミナー in横須賀・三浦
6月28日（金）近時の裁判例と医療安全管理業務の実践から学ぶ

カルテ記載の重要性
6月21.22 医療マネジメント学会

などなど



 情報交換・困っていること

J-MOTTOより
１）造影CT看護師の付き添いについて

安全推進ネットワークやJ-MOTTOで知りえた情報等は口外が禁止されています
情報や資料等の取り扱いに注意して下さい



 グループワーク
 「医療安全ラウンドの実際と工夫していることについて」

・他施設の安全ラウンドを知る
・自院の取り組みの工夫を共有する
・ラウンドで困っていることなど情報共有する



再確認

投薬は医師の指示で



法律での規定
医師法第17条 「医師以外が医業を行ってはならない」

医業（医行為）とは
1）診断
2）投薬
3）生理学的検査（心電図検査、超音波検査等）

医師でない者が医業を行った場合、医師法違反として、3
年以下の懲役、100万円以下の罰金などの刑事罰が科され
る



医師法17条の医業とは
2005年7月26日の厚生労働省の通達
「医業とは、当該行為を行うに当たり、医師の医学的判断及
び技術をもってするのでなければ人体に危害を及ぼし、又は
危害を及ぼすおそれのある行為（医行為）を、反復継続する
意思をもって行うこと」

2020年最高裁 医師法17条は、「医師の職分である医療及び
保健指導を、医師ではない無資格者が行うことによって生ず
る保健衛生上の危険を防止しようとする規定である」
「したがって、医行為とは、医療及び保健指導に属する行為
のうち、医師が行うのでなければ保健衛生上危害を生ずるお
それのある行為をいうと解する」



看護師業務にかかわる法律
看護師助産師保健師法 第37条
「看護師とは、厚生労働大臣の免許を受けて、傷病者若
しくはじよく婦に対する療養上の世話又は診療の補助を
行うことを業とする者をいう」

看護師の診療の補助
医師の指示のもと 医療行為を行うこと

点滴・採血・医師の問診の準備
処置の準備・バイタル測定 等



看護師の診療上の補助



処方箋に関する記載

厚生省医務局長通知による「処方せん発行の疑義に関する件」

「処方箋を発行することは治療行為の一種であって医行為又は
歯科医行為に属する者であり、これを業として行うことは医業
又は歯科医業となるので、医師又は歯科医師でなければなし得
ない」

看護行為には、医師の指示に基づく薬剤の投与や処置の介助は
あるが、処方箋の発行業務は医師の指示であっても
看護業務にはなり得ない。

看護師の処方箋発行行為は、医師法違反に該当する！





報道概要
〇県病院局によると、看護師は2018年1月～今年1月、勤務時
間中に同僚医師の電子カルテのパスワードを使い、アトピー
治療用の軟膏（なんこう）や飲み薬の処方箋を計22回不正発
行した。薬は院外の薬局で受け取り、自分で使っていたとい
う。
〇2月、処方箋を作っている姿を同僚職員が目撃して発覚した。
〇県は近く、看護師を有印公文書偽造・同行使の疑いで県警
に刑事告発する方針。不正を黙認していたこの男性医師
（47）も減給10分の1（6カ月）の処分にした。
〇県は電子カルテに2段階認証を導入するなど、再発防止を進
めるとしている。

https://www.asahi.com/topics/word/%E3%82%A2%E3%83%88%E3%83%94%E3%83%BC.html
https://www.asahi.com/topics/word/%E5%88%91%E4%BA%8B%E5%91%8A%E7%99%BA.html


処方・検査などの指示は医師による医行為

投薬は医師の指示に基づき行う行為

クリニカルパス 院内約束処方などが事前に医師により出され、
患者別または施設内での決め事として承認されている場合は、
医師の指示として投薬可能

＊簡易な疾患であっても医師の指示がない投薬行為は、保助看法と医師法
へ抵触する。
処方箋発行行為は、医師法違反 調剤は薬剤師法違反となる。

まとめ
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